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Av．　magddi一再考

堂　山　英次郎

は　じ　め　に

　ゾロアスタ一十の最高神はAhura　Mazda「アフラ・マズダー」として知られる。本来

Av．Dα加‘アα一は「首長，主人」（＝Ved．　dSZtra一）を意味する普通名詞であり2），　mαgddi一が固有

名にあたる。ma2ddi一はVed．ノ麗日あ「智慧，賢さ」とi司様（両語の関係については本論参

照〉，「思考」を意味する中性名詞PIP7ブηz∫一（一一　”7ndins一／］ndizas一＞Av．　manah一，　Ved．　mdnas一）

と動詞“dhd（＞Av．　ddi，　Ved．　dhdi）「置く，定める」に遡り3｝，一般にwisdom，　Weisheit「知

恵，賢さ」（実体詞〉またはwise，　weise「知恵ある，賢い」（形容詞）と訳される。しかし

一方で，この語に関する根本的な問題即ち，①元にある動詞表現＊M71s／’mdns／］ndnαs　diia

はそもそも何を意味していたのか一つまり「賢さ」や「賢い」は如何なる動詞的意味に

由来するのか一，そして②Av．　ma2dd一は実体罰（行為名詞）なのか形容詞（行為者名

詞）なのかについては，語形・語義の両面において包括的調査・検討は未だ為されていない。

これらが解明されなければゾロアスターがその宗教改革において何を絶対的原理としたの

かという，同宗教の基本的理解は足場を欠いたままであろう。本論では，既に行った①に関

する研究結果を踏まえた上で，②をインド・イラン共通文化という視点から語形，語義思

想的背景に亙って再検討し，神名ma2ddi一は本来「［正しい3決定・決断（を為すこと）」

（以下代表して「〔正しい3決断」とすることがある），またはこれから発展した「知恵賢

さ；理性」4＞を意味する行為名詞・抽象名詞（実体詞）であり，最高神Mazd2はその神格

！）主な略号：AV　［S／P］：Atharvaveda－Samhita（一Saunaka／一Paippalada［K：ashmii”］），　APar：

　Atharvaveda－Parigi＄ta，　MS　：　Maitrayai）i　Saihhita，　Nigh．　：　Nighantu，　Pp．　：　Padapatha，　RV　：　Bgveda－

　Sambhita，　SB　：　Satapatha－Brahmapa，　TS　：　Taittirlya－SaMhita，　TB　：　Taittir；ya－Brahmai？a，　Y　：　Yasna，

　Yt　：　￥aSt，　Vr　：　Visprad，　Vd　：　Videvdad，　YH　：　Yasna　Haptarphaiti　；　PII　：　Proto－lndo－lranian，　Ved．　：

　Vedic，　［O／Y］Av．　：　［Old／Young］　Avestan，　OP　i　Old　Persian．

2）元の意味が窺える箇所として，例えばY　29，1（主入，所窟者），Yt　5，　85；！4，39；19，77（族長，

　王）；RVH26，2，X93，14（族長，王，パトロン）など。

3）PII＊dd「与える」も可能だが，以下見るように，この動詞表現の意味やその派盤諸語（Av．

　mazddi一，［一］7fzqzdra一；Ved．　med／zti一，7ntidhira一，　mandhatdir一〉の形態的・意味的対応から，　PII

　翌匂が同定される。

4）以下本論ではAv．　mazdd一に「知葱」を，また含意や文脈の異なるVed．　med12tiunには「智慧」を

　便窟的に朋いる。「知恵／智慧」は，傍えば「物事の理を悟り，適切に処理する能力」（鉱辞苑遍

　第5版）ほどの意味で用いる。ma2dd一の含意する「理性」についてはVIを参照。
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化であったことを明らかにする。

1　動詞”mans　dhtz

　古アヴェスタ語には，語形上ηz備4酢の派生元と思われる動詞表現（複合動詞）maz－dd

（ぐmgls－41切と，その異形nzbzz／ina　z／／7nqs（ww）dd（〈三川∫♂切が例証される。動詞語形

としては後者が本来的な形であり，一例圓収されるma2－ddiは名：a　ma2da一の影響を受けた

語形と判断される［D6yama　20！3：93｝　s）。これらの動詞語形及び関連諸語彙について統語法

と意陳の観点から検討を行った結果，以下の諸点が明らかとなった［D6yama　in　Press　2］：

　窺勿．imazz／mqs（一）da（5x），ma2－dd（1x＞の用例は全て中動態で活用するか，またはそれ

を前提とする（：in£OAv．”z勿一cdi　／7nazz－daidiidii，　c£アna2dataiiae＋ca　一＋　II，4＞。主語は殆どが

ゾロアスターやその信徒であり，目的語（acc．）または穏的節はMazd温こよって定められ

た教義（の雷葉）等で，動詞表現全体は「～に（acc．），思考・思い・注意を向ける」を意

味する。その際，”z　Pn　／lnan　／7n　qs（一），ma2一は本来＊mdns～「思考」のacc．　sg．であり，　daの

直接目的語であったと解される。一方で「思考を向ける」対象である二つ目のacc，は，本来

的に目的地のacc．であったか，もしくは元々甥の格（loc．）であったものが，“）ndnsと＊dhc2

の複合化に伴いacc．を取るようになったかのいずれかと解釈される。

　“］ndnsmmの異形“lndinas一を用いたヴェーダ語の対応表｝fi　mtinas　dhdiには垂下・能動の二種

の態が存在するが，そのうち中動態だけがアヴェスタ語の表現に対応して「～に思いを向け

る」等を意味する6♪。能動態はAV以降で見られ，祭式の遂行やマントラの麟唱を受けて

神々が，或いはそれらの効用として祭宮・祭主が「（人・生き物0）中に二loc．［／dat］）思考

機能・思考能力をtmbLき定める」を意味する7｝。それによって人・生き物は理想的な・然るべ

き存在になり，また祭主は望みを叶えるとされる。これを踏まえると，古アヴェス同語に唯

5）　同様に名詞派生ではア7z礁一が本来であり，幾つかの派生名詞（Av．£一］mq2dradi，　Ved．　nzcozdhditdir一）

　が示す物ωzs一の形は，動詞語形からの影響と考えられる［D6yama　20！3i94£］。

6）　ただし「思いを向ける」対象はloc、で表され，指示内容は入か物である。特に勢一泊の愛嫡表

　現（≒「思いを馳せる」）に使われることが多い。またloc．以外にも，行為名詞のdat．とともに

　「～することに意を傾ける；～しょうと意図する」を意味する。Av．　manah　ddに岡様の意味で用

　いる中動態の例はない。

7）　例えば：MS　W　7，1：94，6－7P（Soma祭）nidno磁s田川〃α出語4副か珈勲ρ吻勲．　sdrvdszt　vcl

　面ゆ吻δs2‘mdno　dadlzati「Savitarは思考なのだ。これらの生き物だちは，一切神に属する。こ

　れにより（一切神に属する一献をSavitarに偶する杯の中に汲むことにより）金ての生き物だち

　の巾に，思考を彼は鷹き定めるのだ」；TS　II　1，3，2P（願望祭）・・2，　8，！－29ガ71〃あ吻αび4ガ77z御ひ勿～d

　mdinasdi　sal？lgra？nampzブの，σ猷indrain　evdi　1・12a／ZYU｝71dijlta？12　mdnasvanl’a7ii　3諭～αbhdigadhdyentiPa

　dlZCt’vati．　sti　evdiSininn　inc／ri．vdm　｝nan．yu’7fz刀z6〃。磁ゴ勉猷ノ4yα’島4初∫α脚ぎ7伽癬π「工ndra的力，激情，

　思考によって，合戦に際主は］勝つのだ。激情，思考を備えた，他ならぬlndraに，自身の分

　け前を伴って際主は］走りすがる。彼（lndra＞は，彼（祭主）の中に，　Indra的力，激情，思

　考を置き定めることになる。その合戦に，彼（祭主）は勝つお
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一例証される能動態のmanah　da（Y　48，4）にも「（Mazda／邪悪な存在が人の中に）より良

い／より悪い思考を置き定める」の意昧が想定される。

　語根名詞や行為者名詞の形態統語論的特徴が明示するように，Av．　ma2ddi一，　Ved．　medhdi－T

mandhdtdr一等’mans　dhdiの派生語は，中動態ではなく能動態の意味を代表していると考え

るべきである。その際上記の原義「（～の中に）思考機能・思考能力を遣き定める」は，個

別の対象（人・生き物）の含意や，厳格な能動態の含意を多かれ少なかれ弱め，f（何かに関

して）［正しい・まともな］思考を置き定める」つまり「［正しい3決定・決断を為す」の意

味eJ　一一般化したと考えられる。これにより，“mdins　dhdiの派生語に設定される「賢さ；賢

い」等の語義は，本来「［正しい］決定・決断が出来る賢さ・出来る者」に由来するものと

して説明鵬来る。

　動詞か名詞かで議論のあるY30，！（td＿ydi）mazd40dは，能動態の動弓形（aor，　subj．

2pi．）としては理解が難しく，接尾辞“一tha一による派生語ma2ddiθawwのneut．　nom．／acc．　pしと

して，「［正しい〕決断・判断を為す／知恵に窟む［言葉／事々］たち」等の意味が想定される。

II　Av．　mazdtz一及び関連語彙

　Av．　ma2ddi一の語義については古くから断続的に議論されてきたが，主たる論点は，この語

が実体詞「知恵，賢さ」なのか形容詞「知恵ある，賢い」なのかTつまりAhura　Mazdaは本来

　　　　　　ヘ　　ヘ　　へ
「知恵／賢さである主」なのか8｝，それとも「知恵ある／賢い主」なのか9｝，という開題で

あった。mαgddi一の意味を語源に遡って説明する場合には，常に動詞アフz勿乃π勿吻鱗（一）dd，

maz－ddiとの関係性が注目され，自ずと中動態の意味駐意を向けること」「注意深い；気

がつく」等だけが想定されてきた1ω。しかしながら，上記1に見たように，ma2dd一の背景に

あるのはヴェーダ語に傍証される能動態の意味ヂ［正しい3決断を為す」である。よって「知

恵，賢さ」か「知恵ある，賢い」かという議論はr「［正しい3決断」（行為名詞・実体詞）か

「［正しく］決断する［者3j（行為者名詞・形容詞）かという問題に遣き換えられる。以上の

理解と問題設定の中で，唯一神の名Mazdaの成立とその性質は再検討されるべきである。

8）語形と語義の1頗薫から扱った代脈的な研究にKonow　1937：2！9£，　Thieme　i970：406f£；これら

　以前及び！975年までの実体詞説については反論者であるKuiper！976：25÷n，1－5に詳しい。そ

　れ以降ではOberiies！989：86，　n．64，　Mayrhofer　EWAia∬378など。　Hoffmaim／Forssman　2004：

　124はt女性の語根抽象名詞が神格化に伴い形容詞化した［c£Humbach　1957：83；ただし
　Tiaieme　op．　cit．：409£］と考えているように見える。

9＞　Humbach　！957：84ff．，　K：uiper圭957：9！ff．，！976：27ff．，　Hulnbach　1959，　Humbach　et　al．！991の随所，

　また重陽Kellens以降及び注24の諸文献も参照。
！0）　｝｛［umbach　！957　：　84f£，　Kuiper　！957　：　92NFn．　23．，　KeElens　！974　：　203，　KelEens　＆　Pirart　1990　：　II　283，

　Humbach　et　al．　！99！：II　18，　60，　etc，
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1．ゾロアスター教の最高神を表すのに用いられるOAv．〃mazddi一は，以下の活銅を示す

no凪フ照2盃（○／YAv．）

voc．　magddi（OAv．），ma2da（YAv．）

acc．　ma2dqnz（0／YAv．）

instr．　ma2da（YAv．）

dat．フフzazddei（O／YAv．）

abl．7フzα2磁（YAv．）

　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

ge且．　magdd（○／YAv，〉，7フ¢礁磁s－cク（OAv．）

節畜2

節音2

節音3

節点3

節音3

節音3

節音3

〈“ma2dd－s

〈“ma2ddi

〈塗η2α24δ一α歪π

〈　dema2ddi－di

ぐma2ddimai

＜eフフzα94δ一α8

＜教フna2da”一as

〈　“ma2dhdH－s

〈　dema2dhaH

〈　“’ma2dJ’all－am

〈　“mazdha”一a”

＜th7フzazdhαflLa翼

く㌧フmgd／iaHLα8

〈　“magdhaH－as

既知のように，それぞれの語形にはGaθaの韻律の要請に従い上記の音節数が了解される。

これは，acc以下の磁一に始まる格語尾の前で，語幹末のlaryngealが音節の区切りとして機

能していた名残りとしてのみ理解可能であり，同時にこの語が動詞語根ddi「置く，定める」

を後分とする語根複合語（語根名詞）であることを意味する［Kuiper　1957：91ff．，　Kellens

1974：20！f．］。インド・イラン語派に残る語根複合語のablautは言彦根構造により様々である

が，一a一一＋単子音（㍍α仔を含む）に終わる語根の場合，nom．　sg．は（語根部分の）∂一延長階

他の強語幹はe一標準階（いずれも＋アクセント），弱語幹はゼロ階（一アクセント）を示し

ていたと考えられる［Schindler！979：60，　Scarlata！999：733£］：nom．　sg＊一diH－s，　acc．　sg

＊一aH一　72z　，　dat　sg監丑一服etc．ll）。しかしma2ddi一のパラダイムはablautを示さず，全活用が

強語幹で均一化されている12｝。特に一di一に終わる語根の場合，恐らく弱語幹形における（特

に子音で始まる語尾の前で）語根構造の保ち難さから，インド・イラン共通時代の早い段階

で（・元々＞mαzddimeのようにablautを捨て（・持たず），強語幹を貫徹する方向に傾いて

いたと考えられる13）。

　ma2ddi一が語根複合語（語根名詞）であるということは，その語義について何ら示唆を与

l！）　多く例証される行為者名詞から（行為名詞は以下参照）：YAv，　raeaerm－s：tcz一「戦車に立つ＝戦士」：

　nom．　sg．アσθα6一舘δ（＜騰7α〆確一蕊δEL3＝Ved，　rathe－5elzdi－s）～dat．　sg．フ・aθδi一舘一6ぐ等孟仔の（ma2ddii

　と畑島履θα∂一5旧く瞬撤δ研忽もある），葵にnom．　pl．　2raz－dti（3音節くthOdi’diH－as）「信を羅く・信

　ずる鷺たち」；Ved．　dhi），a7？・z－dhti一「思、慮を羅き定める」：Rom．　sg，　odhd－s～dat．　sg．励一6；ana4一

　〃読一「荷薫を曳く＝役畜：」：acc．　sg．》励一α解～loc．　p1．物一∫％；dasyu－hdnmrw女を殺す〔者3」：ilom．　sg．

　短～aCC．　sg．擁72α㎜～iRstr．　sg．勲7zづ等。

12）　Wackernagel／Debr蹴難er　AiG　II－235，　Scarlata　1999：733；他にYAv、　vaghu一δゴーbiidi（y旧制α6～∂ガ～δ：

　m．dat．　pL）「晶々を与える［讃えるべき］者たちに」，　YAv．α々δ．磁一旛（磁伽〃2蝕m．　instr．　pl．）

　「悪事を創り出すξダエーワ］たちと」；実体詞にYAv．碗d－4α～一旛（instr．　pl．）「分配の品々とと

　もに」；Ved．　agre－Pdi－bhis（m．　instr．　pL）「最初に飲む［者コたちと」，　Ved．　bhabri－ddi－bhyas（m．

　abl．　pL）「多くを与える者たちよりも」等。

13）　ただし，本来の一aff一が広まったのか（一グα7π，　etc．），或いは二次的にnom，　sg．の強語幹形一a一が

　音鏑の・切れfiを保ったまま広まったのか（一2々η2，　etc．）は判男il出来ない［c£Kuiper　l957：92］。
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えない。語根名詞は本来行為名詞（実体詞）でも行為者名詞（形容詞）でもあり得る。確か

にインド・イランに共通の傾向として，一di一に終わる女性語根名詞（一a一ぐ一aU一）の多く

一特に行為名詞一は，既に早い時期から女性一di一語幹（一d一くe一盈ゼ）活用に移行して

おり14｝，語根活用は専ら行為者名詞に色濃く残る傾向がある［Lanman　1877：444£，

Wackemage1／Debrunner　AiG　II－238，37；III　126］（→注11）。しかし，ヴェーダ語古層を

中心に僅かに残る行為名詞（実体詞）の語根活用は，元々晶詞や意味に応じた活用の区別が

無かったことを証外する：niwwdrdi［一s］（nom．　sg，　RV　VIII　48，14：母音の前で）「まどろみ」，

pf・a－pti　［一一s］（nom．　sg．，　RV　X　4，1：母音の前で）「飲み物」（c£AVρ7α「毎nom．　sg）15），ヵ7¢

m－6（dat．　sg．，　RV　IX）「測量のために」（？）16＞（c£RV　X　pra－mdi　nom．　sg．「尺度，韻律」；

Prati－mj「手本，原型」と並んで）17）。アヴェスタ語で，語根複合語の行為名詞としては恐

らく唯一古活溺（の痕跡）を残すOAv．　f磁¢（YAv．　diddi一，　aδdi一：＜“di－dhaflww）「献呈［の

贔］」は，上に見た強語幹による平均化と女性一d一語幹の両方向に踏み出している点で興味深

い：nom．　sgδ一da（女性一d一語幹活用；2音節），　instr．　sg．　a－da（ぐ∂面∬一απ；3音節），10c．

sg　2－ddii（＜“didjH－a（’　BL　）；3音節），　loc．　pl．θ面厩（以下YH　40，1参照）。

　つまり語形成の点のみ考えると，神名のma2ddi一の原義は「［正しい3決断」または「［正

しく］決断する［二二のいずれでもあり得ることになる。

2．一方で，ma2ddi一の贔詞をほぼ特定出来る用例がYasna　Haptaηhaiti（YH＞に1例兇られ

る19・　1二Y40，17azazdqmはアヴェスタ語で唯一一神名として用いられていない［Narten！986：

270£］　：　Y　40，　1　dhtz　qt　Pa’ti　addihck　magddi　ahztra　ma2dqmcd　bzl’ricdi　lear“s”uztd　zdiitz一　to’i　xrapa’ti

alwnat　hiiat　aibi　hiiat　miz’dam㌔mauuaiOim　fradaddiOdi　dae－nabiiO　mazddi　ahpcrdiヂ次に，ここに

ある諸々の献呈［の晶］に際して，主なるMazdaよ，旺しい］決断／知恵と，多くの／優

れたこと1ごと］とを，自らにつくり出せ。君の気前良さによって姿を取るがよい，我々か

ら［力が］及ぶ分だけ，私の如き者への報酬として，主なるMazdaよ，諸々の旺しい3

！4）語根行為者名詞（形容詞）が女性名詞にかかる時も，嗣様に女牲一d一語幹への移行が見られる

　［cf．　GotO，2013：19f．，　R．　52］，　e．　g　Vd　6，30α6忽ヵδ砂δ＿αプ7フ7α65ホα痂gea．　sgヂこの滞った水の…」Q

I5）RV－Pp、　nidrti，　Prapdiはいずれも二次約な解釈に基く；語來の一aと後続母音のSaRdhiはRVで

　ほぼ一貫しており，hiatusを示す場合は一¢3が理解される江anman　l877：355f，444£，　Oldenberg

　1888：385（f’）H一　n，1］。例外の4例についても前2書隅箇所を参照［cf．　Scarlata　1999：3三2］。

16）　また（k　inf？ただしin£　Prati－m－dii「瓜二つに測る・模倣するために」［Scarlata　l999：377－379，

　737］0

！7）Instr．　sg．一di＜㌦研6届の例はいずれも確定的でない［GotO　2013；20＋n．53，　cf．　Lanmalt　l877：

　447］o

！8）Humbach　1957：83，　n．7，　Hoffmann／Forssman　2004：！24；後者10c．　cit．及びKuiper　1957：94；

　1976128は24δ刀ガを（も）想定［c£Got62013：！4］。

19）YHは典礼における僧徒の雷葉から成り，　Gaθaと殆ど変わらない方言を示す〔Narten　1986：

　20£］．
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見解に対して君が提供した〔ものが1」20）。maεdqmcd　6露痂罐ん∂7・5z‘緬の解釈は難しいが，

最も虞然な解釈はmazdqmとbniriとを一cdiで繋がれた2つのE的語（acc．）と見るもので

あろう。Nartenの解釈ぐerweise　deine　Weishek　und恥lle’）は解釈の一一つの可能性を示す

が20，実体詞＋lear（mida）が「欝らの～を行使する，発揮する」を意味するのは例外的で

ある。彼女が傍証として挙げるVed．々〃zz‘∫罐rtidha／z‘erweise　deine　Gunst「や，　GraBmann
　　　　　　　　　　　　　　　　　c　　．　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

Wb．332がjemandem［D．＿］etwas［A．］erweisen，／eisten，　az‘srichtenを設定する盈惣

Prds’astim（3sg．）等は，いずれも「懲らの中から・自らによる～をつくり出す」として理解

可能である。加えて，btziri－caを抽象名詞「豊かさ」とする点（Baunackに基く）は説得力

を欠く。この語は，Ved．　b／ztiri一と同様に，普通の形容詞（neuta　nOm．／acc．　sgまたはpl．

＝Ved．　bhziri）として理解すべきである。その上で文意の理解にはY　33，11－12が参考になる。

　Y　33，11では信徒が典礼における献呈に際し，Mazdaと複数の神的性質（新アヴェスタの，

しばしば6人からなる神格「Ame＄a　Sponta，聖なる不死者」らに概ね対応〉に庇護を求めた

後，続く！2では信徒自身がこうして得た諸性質の発揮や献呈行為によってT今度はMazda

に様々な望ましい性質を手に入れさせようとする［Narten　l982：42£；1986：186，　268f．］：Y

　　　　　　　　　　　　　　　ゆ33，1！ybε∂z磁蕊δahZtrdi　i　ma2ddscdiの”zσ～溶。σi礁∂フフ¢06〃忽¢g磁θ∂フフz　l　manascdi　30厩

κ訪θ7∂mctz　i　sraotdi”mo－i　m∂プゼ4σ薦溺加臆磁漉αぬ翫。ζ’ρα物「最：強の主であるところのMazda

と，適正な考えと，生き物を翻り出す真理と，良き思考と，支配権とは，［そういう君たち

は］私に耳を傾けよ，私に寛容であれ，どんな献呈［の品］に際しても」；Y33，12　bls〃z厩

［aづ2鼓バz‘雁α伽短i　tZr7nαiti　t∂3‘目口クz　4α躍z‘副ψ27z醜8かzα’πガが冴ma2ddi　I　vaηlzuiia　zαuztδ　addi　i

α頭加εδ鋤αz4畷がvolzzl　maiiaohd“fs・rantm「私のために，起き上がれ，主よ。適正な考え

によって強さを，鴛は自らに定めよ，最も神聖な意思によって，Mazdaよ，（そして）良き

献呈［の品］によって機敏さを，真理によって攻撃性有する克服力を，良き思考によって楽

しみ（？）を」。『アヴェスタ』ではMazdaもまた，人間が為す真理（α5α一；正義）や正しい

考え（dr7naiti一），またその具体的現れである正しい行為や賞讃・供物等によって強化され

たり，諸々の能力や性質を得るものとされた。申でも，後のAme＄a　Spontaに属するhaUww

ruuatditww「完全性」とαη2∂r・tdt一「不死性」とは（瞬にσ働一やκ㍍θ7η一「支配権」も），随所に

Mazda自身も獲得すべきものとして語られる［｝｛umbach！957：89，　Narten　1982：4艦3。こ

20）　Narten　op．　cit267－276；xraPaitlについてはGot6〔1987；1三4］，　Humbach　et　al．［！99！：loc．　cit．］

　も参照。fradaddfla：Av．磁の完了形は全て”dh（7　r置く」であり，’da「与える」の用例は無いと

　される［KUinmel　2000：646］。しかしヴェーダ語の語法から児るならば，巌簡所でCS　Prd－dhr2

　「捧げる．供える」よりもPrc2－dd「差し出す」の方が栩濡しく見える。

21）liintze　2007：285fi．もNartenに倣うCexercise　your　wisdom　aRd　wealth　1’）。　Humbach　et　al．

　£1991：II　129〕（‘gain　knowledge－and（do　it）largely一　of（tkat）wkich　has　form　with　us＿「）及び

　KeHens　＆　Pirart　［1988：1　！38；i991：III　i49］　（‘sois　attentif　et　rends　abondante　．．．　la　recompense

　digne　de　moi，　que＿’）はtいずれもmagddi一と申動態の意味に賜題があるのみならず，文構造が

　余りに複雑で不届然である。
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うしたMazdaと人問との関係は，　RVに見られる神々と入漁とのGive－and－Takeの関係に

比べられる。

　Y33，！！において，　mazddinvが「最強の主人である」と形容されると同時に，σγηzα～欝罐以

下の4つと等位接続されていることは示唆的である。本来magddi一は，嗣列に並ぶ神的諸性

質のうちの筆頭格に位遣する存在であった［Thieme　1970：409，　Narten　op，　cit．：！！ff．，33］。

そこでは，mazddi一は抽象概念「〔正しい3決断／知恵」としてのみ意味をなす。このことは

また，Mazdaが他の諸性質と同様に（自身が体現する）「［正しい］決断／知恵」を人問に

もたらし，またMazda自身もそれを必要としたことを予想させる。以上の理解に基づけば

Y40，1前半の文意は，　Y　33，11－12等と岡様に，献呈この；刷（dic／d一）に際して最高神その

ものの象徴である「［正しい］決断／知恵」と，Iza”ncztatdt’，　a〃narutdiた等の，或いは「強さ」

「機敏さ」等の諸能力・性質を，Mazda自らも手に入れるべきことを言うと考えられる。そ

の際形容詞bzziri（sg．／p1．）はそれら諸性質の多数性か，或いはその内容三豊窟さや優等性

を表す22／，cf　RV　VII　4，6ab三三∂g7zガ7α772麹砂α∂厩7671酌zの融s吻飢y殉ノα4劾々ヂAgni

は出来るのだから，豊かな不死性を〔与えることが］；彼は出来る（のだから），良き勇者に

富む財を与えることが」（更に次も参照：Y31，21加”γz‘3磁δα〃7∂嬬δ’αso6　i翫7碗磁5α加26グ

ノ砂α汐歳砒5αθア励磁3α7δ「（主は…）完全性と不死性と真理と支配権との，自らの強い／優

れた連合に基づいて…」）。

　以上の考察は必然的に，Y40，1のmaadqmが最高神化されたMazda本来の意味と性質

とを表すとともに，神名ma2ddi一がこれと同じ抽象名詞（実体詞）に由来することを意味す

る。また詩節全体は，Y33，11－12と同様に，人と神との互恵的関係を表すと理解される。

3，YHは散文体で書かれているため23｝，　acc，　sg，　ma2dqmだけからその語幹構造（音節数）

や活月iiの種類を特定することは患来ない。しかしこの語は，抽象名詞（実体詞）であるとい

う点でVed．　medhj一「智慧，賢さ」に完全に対応しており，両三の同語源を疑うべき理由は

無い〔c五Narte旦1982：63，　n，55コ。　Ved．　medhj一は一貫して抽象名詞であり，常に女性一a一語

幹活用を示す（以下IVを参照）。このことは，語根名詞物〃s一♂励1一とは別に“17Zlzs一♂傷一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e

動ビが存在した可能性を示唆するが，語根抽象名詞が高い比率で女性tww語幹へ移行してい

る事実（上記）に鑑みれば2種のmaada一またはmed／zti一を鷺別することは事実上意味を

為さないL”t｝。一方アヴェスタ語内部に欝を向けると，前節の議論から，抽象名詞溺α24あ

22）　CE　Barthoiomae　Wb，　s，　v，　bgray一　：　’reichlich　；　vO13ig，　vol｝kommen’，

23）特にY40，！がかつてGeldnerやBaunackによって例外的に韻文である（8，8，　8，8，！0，8）と主

　張されたことと，これに対する批判については，Nartefi　I986：18ff．を参照。

24）よって神名mazc／di一を＊フ7z乙z5一譜効1一（行為者名詞），　YH　40．！　ma2ddi一及びVed．　inedhdi一を乗7フ2脚一

　dJThl－tih2一と峻恋する考え［Kelleiis＆PSrart　！990：II　283，285，　Scarlata，1999：257，　Hintze　2007：

　285］は根拠を持たない。
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（YH）は決して神名と無関係ではあり得ず，この最高神は前者の概念そのものの神格化で

あった蓋然性が高い。これは，抽象名詞ノ照z廊一及びVed．耀融あのいずれもが本来語根名

詞であったことを示唆する。つまりTインド・イラン祖語における確爽な出発点は語根名詞

壊槻z∫一♂擁「であり，それは，女性一di一語幹の存在如何に関わらず，インドでは完全に女性

磁一語幹として扱われ（或いはこれと合流し），イランでは少なくとも神名のma2ddi一は語根

活用を留めた，と想定される。部分的に古い語根活用の語尾とlarynge1の痕跡を持つAv．

diddi一ド油墨［の品］」も同様に考えられるが，　ma2dd一と異なり，貧om．　sg．では既に一あ語幹に

移行していることは注Eされる（II，1参照）。2語のこの違いは，　magddiwwが神名であるとい

う特殊事情によって説明し得る。即ち語根女性名詞“maaddiN一は，ゾロアスターにより男性

神の名前として薪たに意味付けられるに伴い，女性一di－i＃幹化が阻害されたか，或いは既に

一d一語幹化し（かけ〉たものが，nom．　sg．囎の再付加に代表される語根男性活用に変えられ

たものと推察される［c£KORow！937：220f£，　Thieme　1970二406ff．2s）］。

　現在でも神名のma2da一を形容詞「賢い」または行為者名簿「注意を払う，注意深い」

（→1）とする考えは依然根強いが，その論拠は，語根活用を専ら行為者名詞に残すという

インド・イラン共通の傾向と，女性順一語幹の行為名詞（抽象名詞）Ved．フnedhdi一が存在す

ること，そしてそれ故Av．　zra2de一「信頼している」：：Ved．諏44層一「信頼」がAv．　ma2ddi一

“行為者名詞”：：Ved．　medhj一（行為名詞）の並行現象たり得ること，の3点にほぼ尽きる26）。

しかしこれまでの議論は全て，これらの論拠がいずれも排他的な効力を持たないのみならず，

むしろ神名Mazdaが行為名詞「［正しいコ決断」または「知恵」から最も自然に導き得るこ

とを示している2ア｝。

25）　Thieme！970：408£は，語根活用を勇性人格化のプロセスと見題しているようで，　a－dd一が残す

　（部分的な）議根活用もまた，背景にある女性語幹抽象名調の神格イヒの現れと見なす。

26）　Humbach　1957：83，　Kuipey　l976：29。ただし爾者とも，またThieme　l970：407も，「行為者名

　詞」と「行為名詞」とを瞬じ語根名詞からの展開と捉えており，本来的な語形成の違いは考えて

　いない（→注24）。

27＞Humbach〔1957：84f£；1959：II］及びHuiTiback　et　ai．［！99三：H］によれば，幾つかの箇所では

　（殆ど場合〃ma2ddi一［＿］ahZira一を示すにも関わらず）altUアa一のみが神を揚し，　mazda一は「語源的

　な意味」‘miRdful　oi＿’（Y　3！，2．21，　c£　46，！6）や‘rememberiRg　，．，「（事実上動詞的に‘to　remember，

　reminδ．∴Y45，5；47，1；5！，6）を持つ／持ち得るという。しかしこれは，文解釈のための便利

　な手段との印象を与える。実際このジ形容詞」は，ある時は動詞物伽3♂α∬には起こり得ない

　gen．目的語を支配し（Y　3三，2．21），ある時は何らかのfJ的語を前提とする（45，5；47t　1；51，6）な

　ど恣意的に理解されている。こうした解釈はmazddi一の正しい語源からは否定されるべきである。

　ゾUアスター一が自ら歌った殆どの詩節に登場するmazddi一を，一貫して神名として用いているの

　は明らかであり，問題の箇所は全て神名としての理解を妨げない，e，　g．　Y　31，2砂罐灘ρ2zzg盈δガ；

　ッαθ∂磁z〃7観伽ゆ襯6磁吻αg4勧磁¢3σ滋1夕6婿の加。δ卿磁7ηα雇「…それなら，霜たち全員に私

　は請う，主が一一その者により我々が真理に従って生きているところのMazdaが一この薩
　派（善と悪）の審判者（ゾロアスター）を知っているように」，47，17フ躍2磁κ諏θ短｝伽πα宥α1zκ7δ

　「Mazdaは支配権と共に，適正な考えと共にこある］，主は」。
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4．ma2dd一はフフ躍g4δ一乃至窺αg4δ一として複合語にも現れるが，全て固有名としてのMazda

が前提となっておりrそれらからこの語の原義に対する示唆は得られない：OAv．　magddiwwvara一

（Y37，3）「M．にとって望ましい［Ahura的名前たち，δ厩～7磁一ndiman－pl．3⊥YAv．777a2－

da－oxta一（Y！9，！6）「Mによって語られた［雷葉，　vacah一］」，YAv．　fnazda－xs’aθフ’a一　（Y　27，6）

「M．に属する／M．に曲来する支配権を持つ28＞［Haoma，　pl．？］」，YAv．　ma2da一δdi　ta一「Mによっ

て創られた」（Y　42，3“ddta一），　YAv．　mα2da－Nasna一「Mへの称讃を伴う，　M．を崇める；ゾ

ロアスター教徒」（固有名，及び派生語mdizdaJlasniwwも），　YAv．　ma2dδ一fraoxta一（Vd！9，9）

「Mによって三四された二葉，vac一コ」，　YAv．　ma2do一一frasdista一（Y　1，10）瞳．によって教え

られた［審判者たち，ratzc一　pl．〕」。

　“mdns　dhaffの他の派生語，　OAv．　hu－mqzdra一「優れて［正しく〕決断する／賢い」及び

YAv．　mq2dra一は，　RVノフz6拗〃α一と同じ接尾辞一一ra一による形成を示すが（→IV，1），後者と

違い標準階を含む前回部門zαフz－s一）は動詞語形からの影響を意味するID6yama　2013：94］。

Y30，！lzumazdrdi（voc．）はMazda以外のAhuraまたは信徒たちを指し，　YAv．　mqzdra一は

Paiti．pars“’tδ．　srauaraolzδフフ¢佛47δ加δα．伽zαプδtanzc．　mqθro一「天啓の言葉を尋ね聞いた，［正し

く3決断する／賢い，串来る男の素質を備え，聖旬が身になっている者」（Yt　5，91；Vd　l8，

51は全てacc．）に見られ，やはりゾロアスターまたは敬慶な儒徒を指す。またYt　13，1！8

mqzdrdvaijlzu一（ぐ「賢者を財として持つ」「賢く正しい者」？〉は，真理に適う入（α諏観醐一）

の固有名である。つまり，（一）mq2d？’a一は全てMazd2に従う者を指す。この語が元の動詞的

意味を留めているどうかは決められないが，ゾロアスター教徒がMazdaへの信仰に基づき

常に善か悪かの決断を迫られる存在であることを考えるならば（e，gY3α4－6），この語が

そういう者を指して「証しく3決断する者」を意味すると考えることは，根拠無しとは雷

えない。YAv．の定型表現において，他の3つの形容詞が極めて具体的な特徴を描いている

ことも，これが単なる「賢い」ではない可能性を暗示する。

　YAv．　mazddtaiiae一一ca（Vr！5，2＞は“mdns　daffから接尾辞一ti一によって作られた抽象名詞

であるが，事実上dat．　in£として機能している，　c£Sgall　l958：176ff．。三昧的にも中動態の

用法が想定され，恐らく同じ意昧のdat．　in£OAv．　mbzz一／malz－da～diidii（→1）に倣った用法

かと考えられる：Vr　15，　2　sraos’asca　i6d　asttz　ahztrahe　ma2ddi　yas7zdii＿yα57zα加。α勉ψ如η擁オδ踏

frazterdikae－ca　Paitiidistaiiae－ca　ma2ddtaiiae－ca　2‘ira2dditaiiae－ca　framar‘’taiiae－ca　fraoxtaiiae－ca

卿・θ名αγ耀婿αo〃6＿「従順さが，ここにあれ…Ahura　Mazd含を称讃する為に，そして勝利

し真理に適うYasna　Haptaηhaitiを，明雷する為，［それを］繰り返す為，［それに3思いを

向ける為，信を遣く為，［それを］暗唱する為，明雷する為に…」。

　mαzddiθa一については1を参照のこと29）。

28）　C£Y32，1，　Y　47，1（前淺），　Y　51，6（→II王）．

29）　Yt　13，73〃iazdの，as－ctltは理fii￥困難　（c五Bartholomae　Wb．1327：’＋’maziiasctlt）
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III　ma2ddi一とahblra一の語順

　神名を構成する1フzαz廊一とahura一の2語が開申でどのように配置されるかは，テキスト層

に応じて明瞭な傾向がある。G朝出ではma2ddi一（＿）ahblra一（2語は離れ得る）が標準であり，

YAv．ではahz（？・a－mazda一（2語は離れない）がほぼ絶対である［Bartholomae　Wb．286f£］3Q〕。

Ga髄における語順をより細かく分類したKellens〔1984：133－136］の集計・考察を，幾つ

かの補足とともに整理し直すと，次の5点が指摘出来る31）：

　①神名としていずれかの語のみが用いられる場合は，殆ど全て（3例以外）ma2dd一が

　　用いられる　（68x）。

　②2語が同一行に現れる場合で，両方ともが，caesura（中間M〈止）で隔てられた下部単

　　位の内部に収まる時は32），フフzα詔か盈雄α一（30x）または他の1語が介在するma2ddi一＿

　　α／z　tC　ra一（19x）が標準である。この位置ではahura－mazdcZ一は存在せず，　ahura一＿

　　nzazddiwwが3例のみ翻収される。

　③2語が岡一行にはあるがcaesuraを跨いで現れる場合，　ma2da一（＿）＃（＿）ahura一

　　（7x；ma2da一＃ahZtrα一一無し）か，　ahZtra一＃（＿）ma2ddi一（！！x；うちahuraww＃ma2dd－

　　5x）のいずれかである。

　④2語が岡一行に現れない場合はいずれの語順も見られるが，aharra－1　ma2da一が比較

　　的多い：ma2ddi－1　ahZtra一（18x）：：alz　bl　ra－ima2da一（32x）。

　⑤YHでは，連続するma2dd－a／zura一（15x）もαlzz〃ra一”maεda一（9x）も見られる。

　本論にとって重要な点は，G，iGaでは神の固有名はあくまで7na2c／di一であり，　ahura一は必

ずしも不可欠の要素ではないこと（①），そして神名がma2dd一とahblra一の2語の達続から

なる場合，休止の無い（つまり通常の連続する）発語の中では常に7na2cldi－ahuramuの語順し

か起こり得ない（②）ことである。これらのことが示唆するのは，ma2cldi－ahz〃ra一はインド・

イランに共通して見られる〈固有名÷称号〉という規範的な語順を示し，「主［なる］Mazda」

を意味するということである，e．　g，　Ved．∫伽2σ一7の碑一「王［なる3ソーマ⊥vdsistha一掴一

「聖仙［なる］ヴァスィシュタ」，OPers，　ddirayavau一　xs’dyaθiya一「ヨ三［なる］ダーラヤワウ」

［DelbrCick　1878：42；1888：19，　Got6　2000：153f，　n．22］。この語順は本来，固有名に雷及した

後で，その肩書きを同格的に追記したことに由来すると思われる。ma2ddiwwの後ろでは，

ahura一が様々な距離を伴って離れ得ることがこれを暗示する33）。これに対して，　YAvの

30）傍外的にYAv．に見られるmazddi　alz〃xalze（いずれもgen．）はGaθa及びYHの対応表現の再利

　溺か，模倣的に作られた可能性が高い［Bartholomae　Wb，286，　Narten　1982：8！，　n．1圭］。

3！）　ノノz礁磁一擁雄α一を中心に，格形や細かな韻律上の位置についての銃計はKuiper　1976：4！も参照。

32）Gaθaでは，韻雛上の1行（Ved，　pAda）は通常caesuraによって隅てられた2ないし3の下部

　単位からなり（e．g．4率7，7÷7，7＋9，　7－F7＋5），更に数行がまとまって1詩節を構成する。

33）Kuiper［1976：40，41L］はT　mazdd一がalzura一にかかる形容詞「賢い」であることの論拠の一

　つとして，DelbrUck［1878：35－39；1888：！9鎗に基づき，　Veda散文では形容詞が実体詞の前に／
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α加雌mazda一は同格的表現ではなく，全体として一つの概念を表しており，ちょうどく形

容詞＋実体詞〉に見るような密接な関係に比べられる3’P。

　OAv．　ma2da－ahurawwがどのような経緯で後のYAv．　a／zura－ma2dd一（OPでは更に一語

化：aurama2ddiww）へと推移したのかは必ずしも明らかでないが，上掲②～⑤の分布からは，

既にGaθaでも環境によっては語順の逆転が起き得たこと，ただしそれは，2語の間に韻律

上または時短的な隔たりがある時に限られることが分かる。②に例外的な3例のalZZtra一一　．．．

ma2da一のうち2例は，代名詞によるMazdaへの書及に後続していることから，通常とは逆

順で神の名を次第に特定化する修辞的表現（指示代名詞→称号→固有名），つまり倒罎

の再能性があるlY51，6　y2　vahiiO　vaijhbzts”　dazde－iyαscdi　hOi　va7”ai　rdida／tl　ahuroU　xs“aθrd　ma2clc｝

「良いものよりも良いものを欝らに置き定める者，そして彼の意向に適う者がいれば，〔その

者には｝主が支配権とともにある，（即ち）Mazdaが」（cf．　Y　47，1→注27＞35）。　ma2dd一

（＿）a／zurawwに比べてa／zzcra一　．．．　mctzda一の2語の問に横たわる明らかな韻律的・時間白膿國姦

は，後者の語順が本質的に密接な繋がりを持たず，欝い換えや倒置等の二次的な要しklによる

ものであったことを強く示唆する。その巾でα伽7α一単独の3例（①）の存在は，Mazdaの

補足的（倒遣的）三三が無くとも，sg．　ahura一＝Mazd2とする理解が，既にGaeaで少しず

つ可能になりつつあったことを窺わせる。

　一方YHでは，　magddww　ahztra一と並びahura－mazddi一がしばしば現れることが翔を引く

（⑤〉。一見YAv，への発展の途上にあるように見えるが，一般にYHとGaOaとは同じ方書

を示すため安易な結論は控えるべきであろう［Narten　l986：！08，　n．88］。またYHが本来

的に韻文でないとしても，それは典礼における祝詞であり，必ずしも自然な発語における語

順を反映しているとは旧い切れない。YHにおける2語の語順・語法については，例え

ばKellens［1984：135f．］は，3例を除く全潮例においてa／zura一一ma2dd一が複文の従属節

に，ma2ddi一　a／zztrawwが帰結節に現れるとし16’，またNarten［1986：loc．　cit．］は，用例の3分

＼
　　遣かれるのが通常の語順であることを指摘する。しかしこれは形容詞が実体詞の直前に来ること

　　が前提でありtよってmct2dcZ一＿alZZtra一が説明幽来ない。また彼は〈園有名＋称号〉の可能性に

　　一切触れていない。

34）DeibrGck　1888：19，　GotO　2000：153E，　n．22を参照。この種の表現に，例えばπ加〃一vdntziarm

　　「ヴァルナヨ三」，devd－s4vitar一「サヴィタル神」．ρ癬㍗ヵ切妙α捨「ブラジャーパテif親父」（：：

　　c！yc2v一　Pitdr一「父なる天」）など。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ35）　仰様にY32，1　a2iidi＿ahiid＿αノ3擁＿ahz‘ralziicl「‘rarZtdizaηndi　mazdti　rこの諸の…彼の…彼の…

　　（即ち）主の喜びを，（即ち）Mazdaの［を］」）；Y　33，2には代名詞が了解される：＿瞬厩ノ痂

　　rddanti…ahztrahiidi　xaos’e－mazdfi「…彼らは〔彼の〕意図に適う，主の満足の中で，　Mazdaの［満

　　足の中で］〈或いは「…適う。［彼らは］主の満足の中にある，Mazdaの［満足の申に3）」。

36）　DeEbrtlck！878：37は，ヴェーダ語散文で複数の形答詞が笑体詞に後置される場合について，そ

　　れが従属節の中では前日される例を提示する：SB工6，33，　h〃45’z‘アha　vai　putrdtz〃競7鍾5α4盈54

　　∂sα「Tva§tarには，三つ頭の六つ1：1の息子がいたのだ」に対『して，12，3，2sc2　y4tra〃奮勿顧～zα解

　　々；∂5’ア吻7vis’vclniPaフ．nブcrgrhtina，＿「彼（lndra）が，三つ頭の，　Tva§tarの子であるVi6varapaを

　　殺した瞬…」Q
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の2がvoc．で現れるという事実を指摘している。今後韻律，文法，文体，語用論の諸点

から，一方で韻文のGaeaと，また他方でヴェーダ語散文と填：重に比較してゆく必要があろ

う。

　Gaeaに韻律上の1伝［1限があるとしても［cf．　Kellens　1984：134ff．3，上記①②に見られる語順

の分布と傾向とは，mazdd一　ahura一の語ll頁の本来性と，個有名＋称号〉「主［なる］Mazdaj

としての分析を支持する。そこでma2da一の本来の意味に遡るならば，この固有名が行為者

名詞・形容詞であって「主［なる3決断する者／賢い者」という平板な呼ばれ方をしたとは

考え難い。ゾUアスターの宗教改革がもたらしたインパクトを考慮しても，最高神の名は

「［正しい3決断／賢さ」そのものの神格化として遥かに良く説明し得るであろう。

王V　Ved．　medhdi一及び関連語彙

1．Ved．〃med7zth（RV＋）は「智慧，賢さ」を意味し，～貫して女性一a一語幹の活用を示す：

（RVで）nom．　sg　7％64爾，　acc．　sg．　medhdim，　voc．　sg．　medhe（AV），instr．　sg．　medhdydi，　nom，／acc．

pl．　medlzdis，　instr．　pL　medhtibhis。㌧麗2s一♂’61Zrもしくは＊辮ζz5一♂7Zr41ん一1こ遡る；が（→II，3），

語源的意味「［正しい］決：定・決断（を為すこと）」を実例から読み取ることは難しい37＞。単

独で用いられる以外に，複合語耀4肋一加四一「智慧を作る［Agni］」（X　91，8），　su一耀4魔一

「優れた智慧」（実体罰：VIII　5，6）にも見られる。形容詞sze一一nzedhdi一「優れて賢い」（nom．

sg　Odhdis，　acc．　sg　edham，　etc．）は，　Bahuvrlhi「良き智慧を持つ」か，語根複合語（行為者名

詞）「良く決断する〉智慧ある，賢い」，或いはそれらの混交と思われる［Scarlata／999：

258］。少なくとも2例に設定されるsu－medlzds一（X　62，1－4　voc．　pl．　sermedhasah〔Arigiras］，

X　65，10acc．　sg．　sblmedhdisam［Aftgiras／Bghaspati？］）は，　nom．　sg．　su－medhdsからの類推

による二次語形3s）。

　既にRVで「供犠；供物」を意味する7勿4加一は（恐らくRV　X　l32，7　su－me’dha－f良、き

供犠を為す」／囲有名も），mzzz－di’U一〇一に遡るか，または二次的に「語根」と考えられた

medh（常に標準階）からの形成と思われるが39／，その意味的発展の経緯は不明である。一

方で痂励α一を含む複合語・派生語の中には，意味的にmedhdi一が想定される場合が少なく

ない（cf　Av．〃ma2ddi．～ma2da．→II，4）。申でもRV　medhd一∫盈一階慧の獲得」は全て（以下

2参照），また恐らくRV　med／zdi一Pati一「智慧の主」（1　43，　4　ga’th4Patim〃med／zdPatim　rudrdm）

37＞Yaska　IIBg　aδNigh．15はmedhd一をmataz｛　dhiyateと説明するが，「考えの中に甘く」の意味

　は必ずしも明確でない（ヂ考慮に入れる」「寵憶に留まるjf熟慮する」？〉　［D6yama　in　Press！：

　Chapter　3．　1］e

38）伝統的には，Pp伺様nom，　sg．　sunzedhdsにも蓋車宇3z〃入側4爵が設定されてきた。

39）vi－dha→vidhに並行現象が児られる［Hoffmann　1969：4£］。　Pa“ini　III　3，104及びGanapa㌻ha

　！7！，8は，medhdi一にも語根7麗助からの派生を想定している。
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でも，身分は耀4痂一と聖画で白いられている’lo）。　mitdッmedhαmaドm．の弔崔立した」（VIII　53，

5”mitdmedhabhir　tztz’blzir），及びmedha－yzZ一「m．を求める」（IV　38，3　nzed／zaJ・abn7／z4藷zθ7フz）

にも岡様の可能性がある4％

　RV　me’dlzira一ヂ賢い」は，直接”7nzzs－d’“aHからの派生（〈　“mlis－dhff一　［i］　ra－　　o）も可能だ

が，アクセントからは恐らく二次的な「語根」medh（上記参照）を基に作られたと思われ

る［D6yama　20！3：94£］。”z64加¢「賢い［見者］」（V　1，12）も同様42｝。　mandlztztar一「［正

しく］決断する者；賢者」は“mdns　dhaffから直接作られた行為者名詞であり，　Nigh．　III　15

（舘AVPar　ILVIH　85）はmedhtzvin一「智慧を備えた」の同義語として規定している［D6yama

in　Press　！：　Chapter　3．1］o

2。medhdi一の用法の大きな特徴の一つは，それが詩人・祭官から神々への望みとして，しば

しばsani一「勝利・獲得」と並んで雷及されることである’13＞：I18，　6　sa’dasas　Pdtim＿sani7n

medhdim　aJ，disisam階所の主に’i’1｝，勝利を，智慧を，私は〔今コ請うた」，II　34，7吻z　7zo面如

maruto〃妙7Zα解ratha唆麺編7πbrdhma　citdi），ad　dive’一dive　l磁12Zεオ04∂勿0勿4フZθ躍舷7π麗1

san17n　inedlzdim　dristaapz　dbl，　taram　sdilzakヂ我々に，君たちは与えよ，　Marutたちよ，戦車に

こ繋いだ3その勝ち馬を，［目的に3到達し得る，旨々現れ出るbrahmarp（言葉の実現力）

を；諸集落において，称讃者たちに栄養を，詩人に勝利を，智慧を，傷付けられ得ない，乗

り越えられ得ない征服力を」，V27，4cd磁4α4卿∫砺勿zッαホ61磁4α獅¢64励フzr吻α諺ゼ彼は

与えるべし，讃歌を伴って進む者（詩入）に，勝利を。彼は与えるべし，天理を求める者に，

智慧を⊥IX　32，6　asme’　dhehi　dyztmdd　ydis’01　maghtzvαdbhyas’　ca”mdihpaafn　ca　i　saniin　」nedhdipn

磁∫7⑳擁「我々に一有力者たちと私とに一一，輝かしい栄光を，君（Soma）は置き定

めよ；勝利を，智慧を，そして名声を」。safzi一「勝利」の意味は，戦い・戦車競走・掠奪等

における成功である。これは，しばしば書及される詩人や族長による智慧の獲得＠med／zdim

saniC　medhtz－sditi一）が45＞，戦利品や財産，また具体的に牛・馬（・太陽光〉の獲得と共に述

40）　Oldenberg　K：1．　Schr．　II　I　I60ff．複合語前分末母音の短音化は先行するS・ditlzcj一一＞gatha一“にも見ら

　れる，cf　Wackemagel／Debrunner　AiG　IH　134（＋Nachtr，4！）。　MS，　TB刀¢記加一ρ盈一は恐らく

　77264加一r供犠」としての二次解釈に基く，cf．　op．　cit．　II－142，264（÷Nachtr．76）Q

4！）　RVの鷹有名me’dlzditithi一はmedhc2一または7フz64加一「供犠」を含む。同じく固有名の72gemedlza一

　（RV紛，　priyd－」nedha一（RV＋）については．参考文献も含めMayrhofer　2003：51，63　；　EWAia　II

　378参照。

42）RVの闇膚名me’dh），ditithi一は恐らくこの語を持つ［Mayrkofer　2003：73に参考文献］。鵬麿名

　〃z甜勿，α一（RV　VIII　52，2＞は前者の短縮形と考えられる［Geldner　RV　I工374　Maryrhofer　loc．　cit］。

　7726ゴ侮，α一「供犠に梱1芯しい」（AV＋）は7π661zα一（RV＋）からの（またはSB＋η～6ゴ12θ∫一「供犠」

　からの？）派生。

43＞以下と嗣様にVed．　medhd一の含意を文脈から検討したものにOldenberg　loc．　cit．（→漉40），

　Konow　1937：217ff．があるQ

44）SOkta前半（～第5詩節）はBrahmapas　Patlへの讃歌。
45）　例えばIV　37，6，　VII　66，8，　VI工94，6，　VHI　3，18，　VIII　69，　L
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べられることからも窺える：IX　9，9　Pdvamanctη761z∫6短び。［　gtim盗〃αη7　rdisi　virdivat　l　sdilzdi

nzedhtirpz　s4緬s，ivdkヂ清まりつつある［Soma］よ，大きな名声を，牛を，馬を，勇者から

なる〔財闘を，叢は贈り与えよ。智慧を，鴛は（我々に）勝ち取れ。太陽光を，鱈は勝ち

取れ」；VIH　71，5　ydm　tvd7？z～vipra　medhdsatav　i　dgne　hin6，　i　dhdina），a　i　s4緬び。”965z696鉱6「慰

が，［霊感に］震える者よ，智慧の獲得において，Agniよ，賭物／財産のために駆り立てる

ところの，その彼（族長）は，慰の助けによって，牛たちのもとに行く者である」，X147，

3cd　470αフ爵オ。々6　tdinのye　Ptiristis．　zc　l／7¢64妬厩齪～吻力zα辮61〃のノθ励のz召「彼ら（部族長たち）は

讃える，諸々の窮状の中で，続きゆく子孫を巡って，智慧の獲得を巡って，恥じることない

賭物／財産を巡って，決勝力を持つ者（詩人／Indra）を押。

　sani一（或いは戦利品等の獲得）とmedhj一（の獲得）との関係は必ずしも明らかではな

い。しかし両語は隅質的・並行的な概念とは考え難く，また常に接続詞を介さず並置される

という性格からは，2つの異質な概念が瞬格的に置かれている可能性がある。これに関して，

詩人とmedhj一との関わり方は一つのヒントになろう。詩入がしばしば獲得した］nedhti一を

用いて神々を祭場に連れてきたり（1165，！4），献供を遂行したり（VII　104，6），ソーマを

搾ったり（IX　26，3，　IX　65，16）する場合，　med／zti一は事実上，智慧を働かせた結果である三

葉や讃歌を指すか、或いはそれを含意する’17｝，VIII　52，　9cd　prkrvi’r　g’tdsya∂r加痂αノzz碑如；

stotzZr　med12di　asgrl｛＄ata「天理に属する多くの背の高い［讃歌］たちが，四声を挙げた。歌い手

の智慧／詩たちが，1今コ流れ出た」，V42，！3ヵ短諺7フ7α麓∫爵αアα～zのαアフz64娠η¢lg〃α7π∂ぬα76

痴砂αs勿ガのα7雇励フ¢「偉大な，よき庇護もたらす［Tva＄9ar］に，しかと，私は闘らの智

慧／詩を，歓迎歌を捧げる，より新しい（／．．N－7〉生まれつつある［歓迎歌］を」£K：onow

！937：217£も参照3。このことから，詩人や部族長はまず神々からmedhti一を獲得し，次にそ

れによって祭式儀礼を行ない，その結果戦い・戦車競走・掠奪等における勝利に達する，と

いう構図を想定し得る［c£01denberg　K：1．　Schr．　II　1161〕。．ヒ記VIII　7！，5では智慧の獲得が

牛の獲得に繋がり，AVS　VI　108，1（→W，4）ではmedhdi一が馬・牛を連れてくるとされる

ことも，この仮説を支持する。つまり，智慧の獲得そのものが勝利・獲得を三昧しているこ

とになる。RVにおいて智慧の獲得の成功が強調されるのは，それが最終的に祭式の成功；

願望の成就を決するものであったからと雷えよう，cHV　37，6cd　sd　．．．　astu　sdinitdi　7vi．edkdsdi－

td．．．「彼（4bhuたちとIndraとが助ける者）こそは…勝利者たれ，智慧の獲得において

　・⊥VI194，6彪罐77z＿IZCtvdmahe　l　medlzdsdtdi　sanis3」c2vak「そういう君たち両者（lndraと

Agni）を…我々は呼んでいる，智慧の獲得において勝利したいと思って」。

46）池に1　129，！，VHI　40，　2。また次の定形表現も参照：salzasrastiin（VIIHO3，3）／sa／zasrasti（X　64，

　6）medhdsditdiv融伽4ノ～4階慧の獲得におけるように（試験を獲得する膝のように〉，手ずから

　千頭を勝ち取る［Agniを：VHI！O3，3］／［競走馬たちが：X　64，　6］。

47）　並行現象が，manの多くの派生名詞（mati一，アァ1tiフz711a」1一，　mdntra一）に見られる。
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3．上に見た用例では，medkti一は詩人（・部族長）が神々から獲得するものとされている一is｝。

それを得た詩人はSUww7nedhdi一となり，神々を招請したり讃歌を歌ったりする（1185，10，　III

38，1，VI　67，8，　X　125，5，　c£VIII　48，！）。　suww7nedhdi一陵れた智慧持つ者」であることは，ちょ

うと㍉medhd一が興趣や讃歌を含意していることに対応して，「良き雷葉の使い手」であるこ

とと問義である’lc））。しかし一方で，η留4姫一は人間だけのものではなく，神々もまた所有し発

揮するものとされる：IV　33，10ye’　hdrl　medkdiy，iolethdi　mddanta　l加〃のノαo盈プz2々s3り吻の2646厩

「智慧によって，諸々の讃辞に酔いつつ，二頭のHariたちを，（即ち）繋ぎやすい二頭の馬た

ちをrIndraのために作ったところの［Bbhuたちは…］」。実際suwwmedhj一と呼ばれるのは，

人間よりもむしろ，AgniやSOma等の神々またはその属性であることが多い（8x），　e．　g．　II

3，lcd纐罐ρ伽α々⑳ργαゴ勿α左詔〃紹識δ冠αノ6礁〃6／z夕卿厩、〃㎎π〃4肋σπ「昔から居る清らかな

HOtar，優れた智慧持つ神として，　Agniは神々を祭れ，相応しい者として⊥III　57，5ab　3」di

如勲罐〃z64伽7フ¢α距∫z〃フ¢64層「鵜（Agni）にある，蜜に富む，優れた智慧持つ香」；IX　92，　3ab

ρ短躍吻8ゴ娠gδ魏3躍〃ガ働掘ε微々1　s6ina！z　Pztnand！z　s4da　eti　nit）」anz「イ憂れた智慧持つ，道を見出

す，一切の神々に属するSomaは，清まりつつ固有の座席へと前進する」1“｝’｝。詩入の能力の顕

れとしての〃昭4三一の位：置付けを考えると，神々の祭官であるAgniがしばしばSblmedhd一

と呼ばれることは当然であろう。1胃1様にAgniはmedhdi－kardとも呼ばれる（峠IV，1）。

　フ7zedhdi一を巡るこれまでの議論はt＊nzdns　dhaHの他の派生語にも当てはまる。RVフ加4屠γ佑

は人間の詩人を指す飽，神々，中でも殆どがAgniに対して用いられる5D。7フz6励yα一もAgniを，

szt7nedhasはAhgirasまたはBghaspatiを（→IV，1），そしてmandlzdtdr一は詩人・祭官の間

有名／一般名，及び二二としてのAgniを指す［堂山2011：293f．（266£）1。つまり，“nzd7zs

dhaH「〔正しい］決断・判断を為す」という行為は，概して人間または神的存在の詩人・祭

官，中でもAgniについて用いられることが圧倒的に多いことが分かる。

4．Atharvaveda（Satmaka派：AVS）VI！08には，　med／zdimaそのものに向けられた讃歌が

残っている。部分的にテキストと韻律’に乱れが見えるが，上記2及び3で見たRVに見られ

るnzedhti一の諸1生質をよく表すため，以下簡単な解説とともにテキスト・訳を挙げる

48＞　次の例は唯一，’詩入が7nedlztimを父親（或いは：＝神々？）から受け継いだか奪ったかしたもの

　とする：VIII　6，10α厩等質‘腕ガρ露齢諏γガmed／ztim　z’tdsJ，a　］’agrdblza　l　ahdi17　sierJ・a　ivdj’ani「私（詩

　入Vatsa＞こそが，父から，天理に属する決断力を，梱み取ったのだから。私は，太陽のように

　〔今］生まれた」。

49）Cf．　X　125，5cd（Vac［誉葉0）神格3の播葉）Ydi7？z緬ηzの8　tdm－tam　z4gア4η2々『～1077が…tdm

　加α伽z⑳αηz肋ηど5珈td7．n　su〃nedhtiin「私が望む看は誰でも，彼を武力ある者に，私は為す，彼

　を祭官に，彼を聖画に，彼を優れた智慧持つ者に」。

50）　他にIII！5，5，　X　45，7（AgRi），IX　93，3，　IX　97，23（Soma），X47，6（Byhaspati）；VH　9！，3（？）Q

51＞　入間の詩人l！！，7．VH　87，4，　VII138，9；43T　19（η2σフ1ゑ吻07加4伽δ30ゆαゴ。〆孟α々），X89，10：Agni：

　13L　2；105ほ4（dev6．．．m瘤clhiro）；127，7（2x），III　I．3；21，4，　VIII　29，2，　X！OO，6（タσ7∫ご葦η2副ゐガ7α々

　lea乏n！i；そ0）他の神々では並dra　l　6！，4，　VI　4－2，　3；Varurpa　1　25，　20；Sorna亙X　68護。
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（Paippalada派では3詩節が部分的に対応するのみ；AVSと異なる部分はローマン体で示

す）。Av．　mazdd一のように7nedhdi一が擬人化されて呼びかけられるという点もEを引くs2＞。

Kau6ikasOtra　X　20によれば本讃歌は，　Medhajanana（新生児のための諸儀礼［」ゑtakarmaV］

の一つで，子に智慧を作り出すための儀式）において，またLVII　28によればヴェーダ学生

の入門式（Upanayana）において用いられるという§3｝：

　（1）　t．vam　no　medhe　Prathamti　’　g6bhir　dgvebhir　ti　srahi　1

　　　ち〃⑳75z乏η燗yαγ認”励加5…ち滋ηzフzoαsガy砂三下

　　　「君は，智慧よ，最初に我々の所へ，牛たちと共に，馬たちと共に，やって来い，艦は，太陽の

　　　光線たちと共に。書は，我々にとって，祭るに網応しいものだ」（～AVP　XIX！7，7cd　t。valpa

　　　5z砂α砂αγお厩5パ’麗”¢7zo　vasuday妙瓦短「鷺は，太陽の光線たちのもとで／の申で＿。磐は，

　　　我々に，晶々を与えるもの，祭るに相応しいものだ」）

IX　9，　9で智慧が牛・馬・太陽光と共に求められ，またVIII　71，5では牛の獲得1が智慧の獲得

に基づくことに一致する（→IV，　2）。7引例醗ガ∫は，　g6blzir，2動ε6加7（c£AVP　vαsuda）と

の並行性と上記箇所との対応により，「～を伴って，連れて」の意味に解される5’ll。太陽光

の獲得は，RVの詩入がしばしば光や明るさを求めることに逓じるが，特に規ε識あと牛・

馬・太陽光の獲得との関係については更なる検討を要する（以下第5詩節も参照）。

　（2）　medlzdim　ahanz　Prathamd7？z　brdhmaf．tvati”，　z　brahmal’i｛tam　gr’s．　istutdim　1　（metre？）

　　　prdf）itanz　brahmacdirlbhir　i　clevandm　divase　huve　ll

　　　「智慧をt私は，brahmaB（言葉の実現力）を備えた最初のものとして，　brahmaRに急き立て

　　　られたものとして，馬丁らによって称えられたものとして，ヴェーダ学生らによって飲まれた

　　　ものとして，神々の助力のために，［ここに］IJ乎ぶ」（～AVP　X亙X　17，8ab：加励フ7z砂臨4規無し；

　　　cd：praqltapa　brahmacaribhir　i　devd7～dim　avase　vyne　r智慧を…として，ヴェ・一一ダ学生らによっ

　　　て導かれたものとして一一一［ここに〕選ぶ」）

medhdi一が「brahmanを備えたもの」であるのは，それが事実上詩人の二葉・讃歌を含意す

ることに一一致し，ヂbrahmanに急き立てられたもの」であるとは，それ自体が言葉・讃歌の

力によって促される・獲i得されることを言うと考えられる（c£以下第5詩節）。

　（3）　），a‘i？z　medhti7n　．rbhdivo　vidzZr　i　ydinz　medhtim　dsurdi　vidzlh　［

　　　掬の70δ加〃動z耀融動¢夕動πガ磁s’励～lmdy，），　ti　ves’aJ，dmasi　II

　　　隙bhuたちが知るところの智慧，　Asuraたちが知るところの智慧，聖仙たちが幸あるものとし

　　　て知るところの智慧，それを，私の中に，我々は入り込ませる」

神々も聖仙たちもmedhdi一を知っている（持っている）ことは，　IV，3に見たRVの記述と

52）動詞㌧フz47z3♂2の能動態が見え始めるのもAVであることを含め，今後Av．とAVとの関係に

　ついて吟味する必要がある。

53）　Cf，　Whitney／Lanman　1905　：　108f，，　1〈ajihara　1995　：　1052　（1）．

54）　Kajihara　I995：1049（4），n．3は異なる解釈。
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岡じである。特にIV　33，10でも，”764魔一によって馬たちを作ったとされる尽bhuたちと

（cHV　37，6→IV，2）Asuraたちとが並んで言及されていることは刮目に値する。前者は技

能・技術に長けた神々であり，またAsuraたちは7％のδ一と呼ばれる「計算能力；幻力，魔

力」の持ち主であるが，アーリや人たちはそうした高度なものづくりや技術力を，アー一一リや

社会には属さない，異部族の文化だと考えていた［後藤2014：52］55）。これらの神々と

medhdi一とのつながりは，この概念が伝統的なアーリや文化とは異質の神々・部族に属する

ものとしての側面を持っていたことを窺わせる。元々肉切り職人とされるTva§tar神も

アーリや社会外の専門職人と看倣されるが［後藤同上］，V42，！3（→IV，2）で詩入がこの

神にmedhdi一を捧げていることも，問様に解釈される。

　（4）」伽¢～鋤ア。∂んzZ罐1二如…〃z8融動2”zedhdivino　vidzZEz　i

　　　td3，d　mthn　adJ，ti　medhd3idi一　i　，igne　medhdvina77i　lerlzzdl

　　　「［諸］存在をつくり出す，智慧を備えた聖仙たちが知るところの智慧，その智慧によって，今

　　　Ei，私を．　Agniよ，智慧あるものと為せ」

RVの用例が示すのと同様に（→Iv，3）Agniがmedhdi一を持つものとされ，それを持つ

Agniが人間をmedhdi一のある状態にすべきことが欝われる。なおmedhdivin一「智慧を持つ」

の語はRVには晃られず，　AVのこの箇所が初出である。

　（5）　77zα漉動τ吻吻z　medhtim　PMtdr［medlztinz　madlzydndina7？・z　Pdri　l

　　　耀励伽∫諺7：yα3ツα7α否ノフz渤ガvdcasdi　ves’aydimahe　l

　　　「智慧を，朝に，智慧を，夕に，智慧を，昼頃に，響慧を，太陽の光線たちと共に，言葉と共に，

　　　我々は霞らの中に入り込ませる」（～AVP　XIX　17．9cd　med12cb？・z　saryeロodyatO　dir鍛a　Llt

　　　tu＄tuma　？？）

第1詩節と間じく智慧を太陽光と共に，また第2詩節と同じく言葉と共に獲得すべきことが

述べられる。嶺箇所を欝葉通り取れば太陽光は牛・馬と違い，智慧とともに体の中に取り

込まれるものということになる。太陽光と生命機能との関係を想起させる。vdicastzはf雷

葉によって」も可能（cf上記第3詩節）。

V　Ved．　medhdi一とAv．　mazda一

1．ヴェーダの詩人が祭式でfnedhdi一を神々から望む一方，神々もまたそれを保有・発揮す

る存在であることは，II，2で晃たY40，！の解釈を補強する。そこでのヂ決断／知恵を自ら

に作り出すjMazda　Ahuraは，文字通りAVS　VI！08，3「智慧を知るAsurajに対応する。

そのAsura（及び並置される球bhuたち）が，インド・アーリや社会において池部族的で異

55）　印欧語族のこうした技術や蓄財に対する軽視については，ゲルマン語派を例にした後藤［2004：

　49£；2008：153f．］の指摘を参照。
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質な神格と捉えられていたという事実は，反アーリや的思想を持ったゾorアスターが

mazdd一を最高神に据えたことを逆照射している。

2．Ved　7nedhdi一及び関連語の検討から，インドの火神AgRiが頻繁にフフz魔雁一を持つ，また

は“mdns　d’allの行為に深く関わることを兇た。　Agniの別称であるmed／zd－leard一「（他人

に〉智慧を作る者」（Xg！，8）は，　Y　40，1mazdq7n．．．盈〆」〃磁「決断／知恵を…自らに作

れ」に対応する。この両者は，前者が恐らく能動態を前提とするという点で異なるが（cf．

AVS　VI！08，4→W，4），　medhti一が人間にも神々にも等しく属し得ることを考えると，この

両側爾が2つの表現に現れていると欝える。ηnedhdi一とAgniとの密接な関わりは，　Mazda

とAgRiとの関係を精査する必要性を提起する。ただしagn　i一のイラン側の対応語は事実上

例証されていない。通常ギ火」を表すのはAv．　dtar一であるが，これがゾロアスター教の聖

火として信徒の儀礼において箆要な意味を持つことは改めて強調する必要もなかろう。

Narten［1986：156］はこのdtar一が，　Y　36，3（YH）でditar－m，aaddi　ahzffahiidit「主Mazda

の火」と呼びかけられ，儀礼の場においてMazdaそのものの顕れとして捉えられているこ

と（Transsubstantlation「全焼変化」）を示したが，璽にGot6［2000：！50五＋n．12］は，岡

様の観念がRVのagn　i一や太陽とVaruga（及び他の神々）との聞にも存在することを明ら

かにした。このことは，従来雷われているMazdaとVarupaの対応を再確認させるととも

に，ヴェーダのAgniの性質をMazdaの機能と関係付けられないかどうか，積極的に検：討

すべきことを提案している。

　しかし一一方で，問違いなくインド・イラン共通時代に遡る弓㎏フ折をゾWアスターが放棄

したことにも注視すべきであろう。Av．伽7一は元々，生き物としての火であるagn　？f一と違い

物質として火を表す中性名詞であったろうが，二次的に男1生活用に変えられたと考えられる

（Av．磁獄諏om．　sg．，　OAv．　atrbm，　YAv．　ditram　acc．　sg．ぐatarm）［cf．　Hoffman／Forssman　2004：

91，152］。これは「火」の擬人化・神格化によるものとしてのみ説明可能で，語根女牲名詞

mazda一が神格化されるに伴い男1生名詞化した過程と軌を一にする現象である。古アヴェス

タでは「火」が独立した神格として活動しないことを考慮するならばMazd2の本来的性

質の解明には，インドのVarUllaとの比較だけではなくt　inedhti一とこれに深く関わるAgni

の機能との比較がもう一つの大きな柱になることを，以上の考察は物語る。

3．ヴェーダ語の用例から浮かび上がるノ麗識6一のもう一つの特徴は，詩人の効力ある霧葉・

讃歌に具現化する智慧の獲得が，勝利，即ち戦利晶・掠奪晶・戦車競走の賭物等の獲得に等

しい，或いはそれらをもたらすと考えられていたことである。具体的な晶冒には牛・馬・太

陽光が霞立つ（RV　IX　9，9→IV，2；AVS　VHO8，！→IVA）。これは一見，ゾロアスターの

雷葉にも対罪するように見える，e．gY44，18勿紹砂∂γρsグ∂齎”z諺〃σo罐α伽短i々α磁α諏1

綴フπだ6∂m　handini　l　dasd　aspdi　l勉7幼繊ゴ’齋z癖7∂mcd　fそれを君に，私は難ねる。率直に私
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に語れ，主よ。どうずれば，真理によって，その報酬を，私は手に入れることになるのか

（handini　lsg．　subj．馳Ved．　sd7za　RV　V　75，2），（即ち）十の雌馬たちを種馬とともに，そして

驕駝を」。しかしながら，ヴェーダの言葉は常に「牛探し（g如ゴ鈎→」，即ち他部族への襲

撃による牛の掠奪を想定しているのに対して［後藤2004：47£；2008二143］，ゾロアスター

はこうした行為を蛮行として非難している［堂山2005：249］。つまり彼の目指した社会は

牧畜・農耕中心の安定的定住生活を背景としておりrアヴェスタにおける牛馬獲得の意味は

自ずとインドの場合とは異なる。

　ゾロアスターの農牧偏重の姿勢は随所に見られる，e．　g．　Y　3！，15ヵ∂7・5σα媚＠，，8＋フフ2α67齋l

yb　dr∂9Zludiite一κ諏θ7∂フフz伽72グオ肩伽蕗磁θμ7瘤ahurd　i　y2π砿刀ガδ吻πlzanar“vinasti　i

vastriiehiid　ae－naijlzδ1ρα∫認訪」短確罐α〃3グ磁麗δ「かのことを，私は尋ねる；どんな報復が

あるのか，虚偽に満ちた悪行者の為に支配権を促す者がいるとしたら，主よf（また）家畜

と，嘘．をつかない農牧民の〔中の立派な／男56｝とに対する罪過以外に，生きるすべを見出さ

ない者がいるとしたら」。vdistriia一「農牧民」は，文字通りは「牧草・牧畜に属する者」で

あるが，既に古アヴェスタの時代には農耕を中心にする農牧民を意味していた［堂山2005：

238£］。これに対して育z痂雌た「［専ら3家畜を飼育する者；牧畜民」（←YAv．　pαSZt一「家

畜」冨Ved．加㍍一）は，それ自体決して悪い人闘を意味しないが57），定住・農耕民に対して

遊牧・移動生活を続ける畜産者の意味合いが強く，胤ずとゾロアスターの敵視する伝統的社

会に属する者として捉えられることが多い58＞。よってゾロアスターの社会にとっては，あく

までvdist？’iia一であるか否かが重要な要素であったと思われる：Y　3！，　IO　at　hi　aiiti　fraztztar’td　i

vdstrim嬬瘤が畿6ガα麗∂フ7z　Iαhur∂ηzα蜘‘z‘α7z∂7η1＿Pzの7フtazddiα％zζ23’プ加ldaZtZtqscind

加”¢∂プ醜5δ砿諏「そして，この両者（9vdistriianv［農牧飛肇とyb＿ノzδ4αη伽飽6∫厩わ［農

牧罠でないであろう者Dのうちで，彼女（牝牛）は選んだ／選ぶ，彼女［自身〕に，畜産

を営む農牧民を，真理に適う主人として…。決して，Mazdaよ，非農牧罠は，たとえほざ

いていても（？）59｝，良き覚え（名声）に与ることは無い」（c£Y　29，1）。以上を踏まえて元

の議論に戻れば　ゾwアスターは自らが崇める「知恵」に，同じ牛馬をもたらす存在である

インドの「智慧」とは全く異なる意味を与えていたことになる。こうした伝統的な（インド

的な）ヂ智慧」との決別は，ゾロアスターがma2ddi一を人格化・神格化し，男性名詞として

56＞　vtZstriiehiidi（gen，）＿virda－tcd（abl．〉は葵佳しい。訳のように部分のgen．か，悔いiまインド・イ

　ラン的な掠奪部隊の成興であるvira一（＝Ved．　vi7’d一→後藤上掲二書隅箇瞬）に対して，「農牧民

　の勇子」であることを強調する蓑現かも知れない。

57）　C£Y29，642」粥6β～漉σ～～‘傭。61　vdistriidicd　OBδr’s’ta　tatas：di「というのも齎（牝牛〉を，牧畜民の

　ために，そして農牧民のために，形成者は形成したのだから」。

58）　C£Y29，5フ1δ4∂7・2男～δψ吻商ゴ’齢17zδ4冷z癖βZ～’647∂gz‘3♂α膨ヵα～ガ「決して正しく生きる牧畜畏に

　は，決して生き残り〔の可能盤3は無い，虚偽に従う曹たちの聞では」。

59）Humbach　1991：II　67と岡様，動詞YAv．　daz‘u「しゃべる」（ip£　ctdaz‘ztata，　etc．；Daeuua的存在

　に用いられる）と理解した。ただし解釈は一定しない，c£Mayrhofer　EWAia　ll　734。
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用いた／改変したと想定することによって，最も整合的に理解することが可能となる。ちょ

うど彼がインドのagn　i一を捨てて物質的なF火」を男性化して使ったように（→2＞。

　自らzaotar一（Y　33，6＝Ved．　h6tar一「火に注ぎ込む者；Hotarj）を欝称するように，伝統

的な祭富の出であるゾロアスターは，それだけに一層強く伝統文化を否定し，宗教改革を

行ったはずである。それは移動・遊牧生活から定住・農耕生活へという，社会・生活全体を

巻き込む緬値観の大転換であった［堂山2005：248f．］。伝統的な概念や言葉を慎重に取捨選

択し，残した二葉には，それが重要概念であればあるほど，薪たに特携な意味を吹き込んで

用いたに違いない［c£　Konow　！937：22正3。こうした中で，彼が自分の思想の要となる新た

な最高神の名を，一般的な形容詞を使って単に「賢い主人」と呼んだなどとは到底考えられ

ない㈲。こうした宗教改革の背景からしても，mazdd一は行為名詞・抽象名詞「［正しい］決

断／知恵」の神格化と考えるのが妥当である。

まとめと課題

　本論ではAv．　maada一を，　Ved．ノnedhdi一及び関連諸語彙とともに，語形r語義語願，そ

して時代的・思想的背景におけるその意義，という諸点から吟味した。その結果mαzddi一は，

「注意深い；知恵ある，賢い」等を意味する行為者名詞・・形容詞ではなく，「［正しい］決

定・決断（を為すこと）；知恵」を意味する行為名詞・抽象名詞＝実体詞であったことが確

認された。本来ゾロアスターはこれを，本来の語根女性名詞から男性名詞へと再解釈または

改変して最高神の名とし，称号Ahuraを添えてmazddi一　ahblra一「主なる［正しい3決定・

決：断／知恵」と呼んだものと結論付けられる（後にa’　）n．f知恵なる主／Mazda神」）。ただ

しmazdtz一がどの程度本来の動詞的意味を留めていたのかを，文献から読み取ることは難し

い。その一方で，ゾロアスターが伝統的遊牧・掠奪社会を文脈とするPII　“ma2d”di一に最高神

としての位概付けを与えた時，彼がこの語に普遍的，倫理的な含意を薪たに持たせたことは

疑い得ない。教義そのものが，定住・農牧に基づく平和的・安定的生活と不可分に結びつい

ていたゾロアスター教社会においては，mazddi一は宗教的・社会的にヂ［正しい1決断」「知

恵」の総体であり，ゾWアスター教社会の構成員がそれに則って生きるべき「丁丁」に近い

概念であったと推察される61）。つまりゾロアスターは，掠奪や勝利をもたらす伝統的な「知

恵」を，共同体における倫理一般に価値転換したと欝えるであろう。

　本論の考察は，Av．　mα2da一とVed．　medhdi一とが様々なやり方で互いに関係し合っている

60）　Thieme　197e：4e7f．：（KoRowのmazddi一＝行為名詞の考えを弁護して）「これだけが，ゾロア

　スターの神を一つの名前，つまり「賢さ」によって呼ばれる存在として理解させ，預欝者が自分

　で高らかに平げた「主入」を，単なる形容調，つまり「賢い」…によって表現しているなどと信

　じる必要は無くなる」。

61）後藤2004：57「主である叡智，理牲」を参考にした。ここで使うf理性」にはr真偽・善悪を

　識別する能力」（肱辞苑垂第5版）の意味を強く含める。
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こと，そしてそれぞれの概念が両者の関係性の中でこそ良く理解され得ることを示している。

それは今後の研究のあり方について，新たな問題意識と課題とを提起する。即ちV，2での

考察は，表面的な訳語表現の違いを超えてMazdaとAgniとの接点が（相違点と並んで）

存在し得ることを示し，また逆にV，3は，表面的な言葉や表現の一致が必ずしもインドと

イランの文化の言質性を示すものではないことを表している。従来書われてきたVarunaと

の関係も含めで2｝，両文化に属する個々の言葉や概念を，インド・イラン的伝統を引き継ぐ

インド・アーリや社会と，それに対峙するゾロアスター一品社会という観点から慎重に検討す

べきであろう。それによって初めて，ゾロアスターの思想或いはゾロアスター教の初期思想

は明らかとなり，これに基いて同教の思想の後の発展や教団史もより正しく理解されるもの

と期待される。
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